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ボンド数が固定された膜モデルの 1次相転移









l-lli' lljの形のものが用いられている o その結果，膜の自己交差が許されている場合で
あるが，表面の状態の違いによる平滑相と乱雑相の間に2次相転移があるという報告がな
されている [2]0これは理論的な結果[3]と一致している。一方， 1次相転移という理論的







82 =写Ell-凶)• llj(i)Jぅ叫)=吋ぅ Ni=子山j(i)， 、 、 ?? ?????? 、




(model1) Zl = I r dXi exp卜(81+ 1>82)]， 81 =乞(Xi-Xj)2 ， (2) 
r ri JV ____r no I T7¥1 17/1 V V 1¥ f 0 (0く IXi-Xjlく 1'0)，
(mode12) Z2 = I dXi exp[一(b82十V)]， V(IXi-Xjl) = ~
j 同 l∞(otherwise) 
(3) 







ここで， 81， VはGaussianエネルギー，剛体壁ポテンシャルであり， 7'0 =行方として
いる o model 1 (model 2)が表面張力を持つ(持たない)モデルである。
2.1 結果および結論
SzlNs h(S2庁ぜs) SiNs h(S2/NS) 
0.4 
0.3 0.3 
0.5 x 108 0.3 0.4 0.2 0.6 x 108 0.3 





N=2500とN= 1500である o 1vlodel 1とmode12ともに，ヒストグラムにピークが2つ
あり明らかに 1次相転移であることがわかる。従って，通常の l-ni.njタイプの曲げエ
ネルギーの場合でも式(1)の場合でも，いずれにせよ Helfrichの膜モデルは相転移をもっ
といえる D この発表は一部科研費 (No.15560160)の補助を受けている。
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